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<目的>成長因子は損傷を受けた組織の修

復や再生に重要と考えられている。本研究

で、は(1)エンドトキシン在J>S)急性肺障害マ
ウスモデ、ルと (2)LPS刺激後のヒト肺動脈

血管内皮細胞uIPAEC)モノレーヤーを用

いて、VEGFの肺保護作用を検討した。

<方法および結果>(I)LPS (10μglbody) 

を気管内投与し急十胡市障害モデルを作成し

た。肺障害の指標として、肺病理標本にお

ける鏡検視野面積に対する肺間質面積比

(Ifl')と、 1251標識アルブ、ミンの肺血管外へ

の漏出但vA)を用いた。 LPS投与前 24時
間もしくはLPS投与後 1時間にVEGF(50

μglkg)を静脈内投与した 2群ともそれぞ

れLPS単独投与群に比しI!I'と EVAが有

意に低下した。 (2)HPAECモノレーヤー

を用い、アルブミン透過性、 TUNEL染色

法によるアポトーシス、p53とBaxの誘導、

カスパーゼ 3の活性化を検討した。

LPS(10ng/mJ)投与はアルブ、ミン透過性の

克進、アポトーシス細胞数の増加、 p53と

Baxの誘導克進、カスパーゼ3の活性化を

認めた。 VEGFの前投与はそれらを全てを

有意に抑制した。

<結語>VEGFは血管内皮のアポトーシ

スの抑制を介して、 LPS急十胡市障害を軽減

することが示唆された。今後、 VEGFが急

↑生肺障害の治療薬として臨床応用され得る

可能性が有ると考えた。




